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お元気ですか。
今日もがんばりましょうね。

今日のお題は、「日本の工業の発達と労働運動」です。
　明治以降の日本の工業は、綿織物や絹織物などの繊維工業（せんいこうぎょう）が発達しました。特にヨーロッパから輸入した機械で糸を紡（つむ）いだり織物を織ったりすることで、今までの手作業とはちがって、格段に生産量が増えました。そして、大量生産ができるようになったため、生産された商品を清や朝鮮に輸出するまでになったのです。
　また、日清戦争で得た賠償金を使って、九州の福岡に官営(国が経営する工場のこと)の八幡製鉄所を建設しました。そして、中国から鉄鉱石を輸入し、鉄鋼業の生産も始まったのです。このように、明治以降の日本は、繊維工業に代表される軽工業と鉄鋼業に代表される重工業の両面から工業を発達させていったのです。しかし、富国強兵をスローガンに工業の発達を最優先していった日本は、いろいろな問題も残しました。その代表的なものが、当時の工場で働かされていた人々のきびしいな労働です。
ここで、当時の労働をモデルに作られた「あ～野麦峠」という小説を紹介します。
山本茂実（やまもとしげみ）という小説家が、当時の工場の実態を取材しながらつくられた小説です。明治３６年、岐阜の貧しい山村の少女たちが１００人以上、長野県にあった製糸工場に出稼ぎに行くのです。そして、そこには想像を絶するような過酷（かこく・・・ものすごく厳しい）な労働があったのです。朝６時頃には起こされて、朝食もろくにとれないまま、すぐに労働が始まります。休憩なしの労働が続き、昼にわずかな食事が出されます。そしてまた労働が始まり、夕方にもわずかな食事が出された後、夜中の１０時や１１時頃まで労働が続くのです。もちろん一年中休みの日はありませんでした。こんな労働が続けば、病気になる少女も出てきましたが、医者に診てもらうこともできず、薬も与えられないまま働き続けさせられたのです。そして、結核（けっかく）などの重い病気にかかると、実家に連絡され引き取りに来させたのです。しかし、すでに重病になっていたので、ほとんどの少女たちは家に帰るまでに亡くなったのです。主人公のみねという少女も同じように結核になって、迎えに来た兄に背負われ家に帰る途中の野麦峠で、亡くなるというお話です。
じつは、このような過酷な労働を経験した人たちによって、日本ではじめて労働運動（ろうどううんどう）というものがはじまってきたのです。働く人たちが労働組合（ろうどうくみあい）をつくり、会社側に労働時間を短くしてほしいとか、賃金を上げてほしいといったことを要求するようになったのです。この労働運動により、日本の労働者の生活はだんだんと良くなっていったのです。
　もう一つ、日本の工業が発達する中で、問題となったのが公害問題です。栃木県の足尾（あしお）銅山から流れ出た鉱毒（こうどく）が原因で、下流に住む人たちの農業や漁業に大きな被害を出したのです。いわゆる足尾鉱毒事件（あしおこうどくじけん）です。この事件で田中正造（たなかしょうぞう）という人が、初めて公害反対運動を起こしたのです。このように日本の工業の発展は、すばらしい良いところと、大きな問題の両方を持って発展していったのです。

では、復習問題にいってください！
復習問題
１．明治の日本の工業が、どのように発達してきたかをまとめてください。





２．工業の発達によって起こってきた問題についてまとめてください。　




３．日本に労働運動がはじまったながれについてまとめてください。　





解答
１．日本の工業は、綿織物や絹織物などの繊維工業が発達しました。特にヨーロッパから輸入した機械で糸を紡いだり織物を織ったりすることで、今までの手作業とは格段に生産量が増えました。そして、大量生産ができるようになったため、生産された商品を清や朝鮮に輸出するまでになったのです。また、日清戦争で得た賠償金を使って、九州の福岡に官営の八幡製鉄所を建設しました。中国から鉄鉱石を輸入し、鉄鋼業の生産も始まったのです。このように、明治以降の日本は、繊維工業に代表される軽工業と鉄鋼業に代表される重工業の両面から工業を発達させていったのです。

２．想像を超えるきびしい労働によって、たくさんの労働者たちが亡くなっていったのです。また、工場から出る排水や排煙によってたくさんの公害問題が発生したのです。

３．過酷な労働を経験した人たちによって、日本ではじめて労働運動というものがはじまりました。働く人たちが労働組合をつくり、会社側に労働時間を短くしてほしいとか、賃金を上げてほしいといったことを要求するようになったのです。この労働運動により、日本の労働者の生活はだんだんと良くなっていったのです。

お疲れ様でした。
ではまた、次回の「こころの窓」で合いましょう。

